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Ⅰ 研究目的

全国有数の食料生産県である本県にとって，地産地消や地域の食文化に関心をもち，それを大切

にし,伝えていこうとする意識を高校生の時期に高めることは，食育の大きな柱である。平成17年

に「食育基本法」が策定されたことを受け，平成18年に岩手の風土や文化を生かしながら，望まし

い食習慣を育てることを目指した「岩手県食育推進計画」が示された。これにより，地域の食文化

や農林漁業にふれる小中学校での食育が推進され，実践事例が多数報告されている。

一方，高等学校における地域の食文化の指導は，家庭科を中心に行われてきたが，指導内容は郷

土食の紹介にとどまりがちであり，生産や食文化の背景まで指導する場面や，生徒に関心をもたせ

る指導が十分とはいえない状況である。この要因は，地域の特色ある食文化の指導に活用できる資

料がまとまっていないため，指導者が生産や食文化の背景を十分把握しないまま授業を行うことや，

関心をもたせる教材や手だてが不十分であったためと考えられる。

このような状況を改善するためには，食と生産とのかかわりや歴史的・文化的背景，及び地域産

物を活用した食の題材を示した教材を用い，地域の食文化の良さを実感させ，それを大切にし，伝

えようとする意識を高める指導が必要である。

そこで，本研究は，高等学校家庭科の学習で使用する地域の食文化教材を作成し，その教材を活

用した授業を展開することによって，地域の食文化を伝える食育の在り方を明らかにしその充実に

役立てようとするものである。

Ⅱ 研究の方向性

地域の食文化を伝える食育の推進に資するため，次の２点から成果と課題を明らかにする。

１ 高等学校家庭科の学習で使用する地域の食文化教材を作成する。

２ 地域の食文化教材を活用し，実践的・体験的な学習活動を取り入れた授業実践を行い，分析・考

察する。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究内容と方法

(1) 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本構想の立案（文献法）

(2) 地域の食文化教材の作成（教材開発法, 調査法）

(3) 基本構想に基づく手だての試案の作成（文献法）

(4) 地域の食文化教材を活用した授業実践計画および検証計画の立案(文献法）

(5) 授業実践とその分析・考察(授業実践，質問紙法）

(6) 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する研究のまとめ

２ 授業実践の対象

岩手県立西和賀高等学校 第１学年 １学級

Ⅳ 研究結果の分析と考察

高等学校家庭科において地域の食文化を伝える食育を推進するため，「食と生産のかかわり」，「歴

史的・文化的背景」，「地域産物を活用した食」の視点で学べる教材「地域の食文化を学ぶ」を作

成し，実践的・体験的な学習活動を取り入れた授業実践を行った。ここでは，研究の基本構想，教

材の作成手順と概要，教材を活用した授業実践の概要と分析・考察の結果から，その成果と課題に

ついて述べる。

１ 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本構想

地域の食文化を伝える食育には，各地域の産物，食文化や食にかかわる歴史等を理解し，尊

重する心を育むことをねらいとした指導が必要である。これは，「食に関する指導の手引」及び

「岩手県食育推進計画」において指導の方向性として示されている。そこで，地域の食文化を伝え

る食育の在り方に関する基本構想を，基本的な考え方，地域の食文化教材，基本構想図により示す。



- 2 -

(1) 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本的な考え方

これまでの地域の食文化の指導は，郷土食の紹介にとどまりがちであったが，全国有数の食料生

産県としての特性と，豊かな伝統，食文化に恵まれた本県ならではの食育を推進するため，生産や

歴史的・文化的背景の指導及び授業での地域産物の活用を図ることが必要である。そこで，本研究

の基本的な考え方について，地域の食文化の指導，生徒の実態，本研究における地域の食文化の定

義，地域の食文化を伝える食育の意義から述べる。

ア 高等学校家庭科における地域の食文化の指導

特色ある食文化の伝承をねらいとする食育の観点から，高等学校における地域の食文化の指導

を検討する必要がある。そこで，学習指導要領の変遷とともに変化した地域の食文化指導の位置

付けと変化の背景について述べる。

地域生活に密着した食の題材は，早くから授業で取りあげられていたが，地域の食文化の指導

が，高等学校家庭科の必修科目の指導内容として位置付けられたのは，昭和53年告示（昭和57年

施行）の学習指導要領である。「家庭一般」食生活の設計と調理の項目「家族の食事とその成り

立ち」の指導事項には，食事を地域の特性や生産等と関連して取り扱うことが明示されている。

現行学習指導要領（平成11年告示15年施行）では，「家庭総合」の内容「食生活の科学と文化」

および「生活文化の伝承と創造」で，歴史や気候風土，地域の生活文化と関連付けた指導内容が

示され，地域の食文化に関心をもたせ伝承につなげる指導の必要性がより明確になった。専門科

目では，「食物」で「食生活の変遷と食文化」の指導が行われてきたが，現行学習指導要領では

「食文化」が新設され，伝承された食文化をよりよく発展・創造する態度を育てるため，先人の

知恵や食の文化的・歴史的側面および，食の地域性の理解を図る内容が示された。【表１】に，

現行学習指導要領解説における地域の食文化に対応する指導内容と岩手県の履修状況を示す。

このように，文化や地域性の視点が学習指導要領に導入されてきたことは，栄養・調理に重き

が置かれていた食に関する指導の新たな方向性を示すものであり，日本人の暮らしそのものを見

つめ直す必要性に基づいたものと考えられる。しかし，岩手県の約６割の生徒が履修している「家

庭基礎」は，地域の食文化の指導が明確に示されておらず単位数も少ない。このことが，指導内

容が郷土食の紹介や調理実習にとどまっている一因と考えられ，地域の特色ある食文化の伝承を

ねらいとする食育の観点から，食文化の背景や生産とのつながり，地産地消を学べる題材を示し

た教材と，それを活用した学習指導の検討が必要である。

【表１】現行学習指導要領解説における地域の食文化に対応する指導内容（抜粋）と岩手県の履修状況

教 科目 履修状況 指 導 内 容 （ 抜 粋 ）
科 （単位数） ※H19年度

家庭基礎 履修生徒 ・食生活の管理と健康

（２） （62.1%）
現代の食生活の問題点，食事の役割

普
通 ・食生活の科学と文化
教 食品，調理，食生活の文化，食生活の知恵，気候風土に合った保存・加工技
科 術，人間と食べ物とのかかわり，食事の意義，我が国の食生活の変遷，現代
・ の食生活
家 家庭総合 履修生徒 ・生活文化の伝承
庭 （４） （37.9%） （ア）生活文化の背景（

気候・風土への適応，生活文化の背景，人々の願いや知恵，生活文化の変化，
必 地域社会に伝わる冠婚葬祭，年中行事
修 （イ）生活文化の伝承と創造（実験実習））

生活文化への関心，伝承，創造，地域に伝わる郷土料理・行事食

・食生活の変遷と文化
専 時代ごとの食生活の特徴，気候風土，宗教，風俗，習慣，食習慣，食生活の
門 在り方
教 ・日本の食文化
科 食文化 履修校 日常食，行事食，郷土料理，文化的・歴史的側面，先人の知恵，由来，意味
・ （２） （８／75校） 食の地域性，伝統的な料理様式の特徴と食事作法
家 ・世界の食文化
庭 食材料の流通，食文化の交流，伝統的な食生活の変容と問題点

・食文化の伝承と創造
食文化伝承の重要性，新たな食文化の創造

（※履修状況は平成19年度岩手県高等学校教育研究会家庭部会研究集録による）
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イ 生徒の実態

食習慣の変化，コンビニエンスストアや外食産業の普及，食情報の氾濫等で食の画一化が広がり，

地域の生産物や伝統的な食物・食文化に対する生徒の関心や認識は希薄化している。平成19年度岩

手県高等学校教育研究会家庭部会の調査によれば，居住地の郷土食を認識している生徒は58.0％，

郷土食を食べる機会がないと回答している生徒が60.5％で，授業実践校１年生の調査でも同様の傾

向が見られた。このように，家庭における食文化の伝承は危惧される状況にあり，学校教育で意図的・

計画的に指導する必要がある。

ウ 地域の食文化の定義

本研究における「地域の食文化」を下記のように定義し，その理由を先行研究と学習指導要領の

指導事項に基づき述べる。

地域の食文化 地域の気候風土，食料生産，歴史，生活文化を背景として，人間が長い年月にわた
り形成してきた地域の食にかかわる物や事柄および行動と概念
※地域･･･学校が立地する場所や生徒が居住する場所

食文化について，石毛(1995)は，「食べる営みは文化であり，自然条件の中でそこに生きる人が，

どのようにしたら食べやすいか，よりおいしく食べられるかを考え，工夫し発達させてきた食物や

調理法，食卓作法や食事に関する観念」と述べている。また，家庭科教育辞典(日本家庭科教育学

会編，1992)によれば，「人間の集団のなかで後天的に習得された食生活に関わる行為や行動，そ

のために必要な道具，さらにこれらの背景にある思想や哲学を含む概念」とされる。

一方，学習指導要領の食文化にかかわる指導事項には，食生活の変遷，気候風土や歴史および生

活文化との関連，日常食・行事食・郷土料理，食卓作法，食生活の工夫や知恵，人間と食べ物との

かかわりや意義などが示されている。「地域」が示す範囲は，学校が立地する場所や生徒が居住す

る場所，すなわち生活圏を想定しているととらえられる。

以上をふまえ，本研究では，地域の食文化の背景を，気候風土，食料生産，歴史，生活文化とと

らえ，郷土食とその加工・調理，食習慣などの行動，伝承の意義などの，人と食物のかかわりに関

する概念に焦点化することが，指導者，生徒とも具体的に学習内容をイメージできると考え，上記

のように定義した。

エ 地域の食文化を伝える食育の意義

地域の食文化を伝える食育の実践は，地域の食がもつ豊かさと創造性を学ぶことで，感謝の気持

ちや伝承の意欲を高めるとともに，食生活の問題に気付く契機となる点で大きな意義がある。その

理由を，関連法規，文部科学省「食に関する指導の手引」から述べる。

平成17年７月に施行された「食育基本法」は，食を大切にする心の欠如，肥満や生活習慣病の増

加，食の安全上の問題や海外依存，伝統ある食文化の喪失など，食にかかわる問題改善に，社会全

体で取り組んでいくことを趣旨に策定された。食や健康に関する問題は，これまでも農林水産省，

厚生労働省，文部科学省で独自に改善策が講じられてきたが，問題解決に総合的に取り組むため法

令化されたものが「食育基本法」である。「食育基本法」では，食育を「生きる上での基本であっ

て，知育，徳育及び体育の基礎になるべきもの」と位置付け，「食」に関する知識と「食」を選択

する力を様々な経験を通じて習得し，健全な食生活を実践できる人間の育成を目標に掲げている。

また，国民運動として食育に取り組むことを，地方公共団体はじめ食に関わる関係者に求めている。

中でも子どもたちに対する食育を重視し，学校における食育の推進が期待されている。

「食育推進基本計画」（平成18年３月内閣府）は，平成18年～22年の食育に関する施策を計画的

に進めるための基本事項を「食育基本法」に基づき定めたものである。定量的な目標や具体的な取

組方法，各都道府県での推進計画作成の促進などが示されている。
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「岩手県食育推進計画」(平成18年２月岩手県)は，「岩手の風土や文化などの特性を生かしな

がら，食に関わる人々への感謝と思いやりの念を深めつつ，食べることの大切さを理解し，安全，

安心な食べ物を選択する力や，望ましい食習慣を育てる」を基本理念に掲げ，全国有数の食料生

産県としての特性を生かし，豊かな伝統，食文化に恵まれた，岩手ならではの食育を推進する計

画と内容を発達段階ごとに示している。高等学校段階では，健康で自立した食生活を営める力の

育成とともに，食料の生産や岩手の郷土食と行事食を伝える担い手の育成が期待されている。

一方，文部科学省は，小・中学校を対象とした「食に関する指導の手引」（平成19年３月）を

示し，児童生徒が健全な食生活を実践し，健康で豊かな人間性を育んでいけるよう，【表２】に

示した食に関する指導の目標を設定し，学校教育での取り組みが進められている。食文化に関す

る目標は，「各地域の産物，食文化や食にかかわる歴史等を理解し，尊重する心をもつ」となっ

ており，自分が住む地域の食についての学習が重視されている。さらに，食に関する指導の全体

計画の作成や給食を中心とした特別活動での指導，技術・家庭，理科，社会などの教科や総合的

な学習の時間における指導例が示されている。しかし，高等学校については現在提示がないため，

この手引を参考に計画や指導内容，教材について検討し，食に関する指導をさらに充実させる必

要がある。

【表２】食に関する指導の目標（文部科学省「食に関する指導の手引」より）

項 目 目 標

①食 事 の 重 要 性 食事の重要性，食事の喜び，楽しさを理解する。

②心 身 の 健 康 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し，自ら管

理していく能力を身に付ける。

③食品を選択する能力 正しい知識・情報に基づいて，食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能

力を身に付ける。

④感 謝 の 心 食物を大事にし，食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。

⑤社 会 性 食事マナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。

⑥食 文 化 各地域の産物，食文化や食に関わる歴史等を理解し，尊重する心をもつ。

＜地域にかかわる指導内容＞
・自分たちの住む地域には，昔から伝わる料理や季節，行事にちなんだ料理が
あること。

・日常の食事は，地域の農林水産物と関係していること。
・地域の伝統や気候風土と深く結びつき，先人によって培われてきた多様な食
文化があること。

(2) 地域の食文化教材

地域の食文化を伝える食育の推進を図る教材として，授業実践校が所在する西和賀町の食文化

を中心に構成した教材「地域の食文化を学ぶ」を作成した。この教材のねらいは，地域の特色あ

る食物と生産や生活とのつながりを理解させ価値を見いださせることにより，尊重と伝承の意識

を高めることである。教材はテキスト形式で，地域の食文化を「食と生産のかかわり」，「歴史的

・文化的背景」，「地域産物を活用した食」の視点から学べる内容とし，西和賀町の郷土食，産物，

行事食を中心に，６つのテーマと資料集で構成した。教材作成の手順は，他地域において家庭科

教師が参考となるよう項を独立させ記した。ここでは，この教材の作成の意義と学習内容の視点，

作成手順，具体的な教材内容とその一部を紹介する。

ア 教材作成の意義と学習内容の視点

地域の食文化の学習のねらいは，地域の特色ある食物と生産や生活とのつながりを理解させ，

価値を見い出させることにより，尊重と伝承の意識を高めることである。そのためには，郷土食

の紹介や調理に加え，生産や歴史・生活文化とのかかわりなど，食文化が成立した背景や，地域

の産物が食生活に生かされていることを学べる教材が必要である。この食物は，生産や生活とど
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のようにかかわり伝えられてきたか，加工や調理にはどのような工夫がなされてきたか，その科

学的根拠は何か，おいしく作るために必要な技術は何かなど，成立の背景や伝承の要因と生活に

生かせる技術を学べる教材を用い授業を行うことで，地域の食文化に対する関心や伝えようとす

る意識が高まると考えられる。そこで，学習内容の視点を「食と生産のかかわり」，「歴史的・文

化的背景」，「地域産物を活用した食」として教材を作成した。

イ 地域の食文化教材の作成手順

教材はテキスト形式で，地域の食文化を「食と生産のかかわり」，「歴史的・文化的背景」，「地

域産物を活用した食」の視点から学べるテーマと資料集から成る。他地域の家庭科教師が，教材作

成時の参考となるよう，題材構想，調査・資料収集，題材選定の基準及び作成のポイントをまと

めた教材の作成手順を【図１】に示し詳細を以下に述べる。

１地域の食文化学習の題材構想では，学習の視点を満たす題材を，地域の郷土食，産物，行事食

などから構想する。２調査・資料収集では，題材としての妥当性を検討するための文献調査，地域

の食の匠や食生活改善協議会員等から聞き取り調査を実施するとともに，食品，掲載写真などの資

料収集を行う。なお，旬が短い山菜などの食材や料理は，時期をとらえて写真撮影する。３検

討・作成では，学習内容の視点から検討した【図１】(A)～(E)の基準により,題材の選定を行う。

これと並行して教材で取り上げるテーマを構想し，ねらい，学習順序，実践的・体験的な学習活

動等の検討を行う。具体的な作成のポイントは【図１】に示した(a)～(e)の５点で，詳細は以下の

とおりである。(a)地域の特色ある食や産物が分かる題材を取り上げ，調理実習をはじめとした実践

的・体験的な学習活動を盛り込む。(b)いわれや調理科学の解説を提示し，歴史的背景や生活の中

から生まれた知恵について学習できる内容とする。(c)調理実習題材は地域の食材や旬のものを生

かす工夫を学習できる内容とし，日本型食生活の栄養面のバランスの良さや調理の基本についても

提示する。調理実習では，基本的な調理技術（下処理・切る・加熱・調味・配膳等）が習得できる

構成とし，既習事項を次の実習に生かせるようにする。(d)発展学習に活用できるよう地域の食文

化資料を提示する。(e)実物写真など興味・関心を喚起する内容と，図表や説明文の分かりやすい表

現に留意し，地域の食文化の理解を促す構成にする。４修正・完成で内容の改善，校正を行い完成させる。

１ 地域の食文化学習の題材構想

学習内容の視点「食と生産のかかわり」，「歴史的・文化的背景」，「地域産物を活用した食」を学ぶことがで
きるものを地域の郷土食，産物，行事食などから構想

２ 調査・資料収集

(1) 題材としての妥当性を検討
文献調査，聞き取り調査（食の匠，食生活改善協議会員等）

(2) 資料収集（食品，写真等）

３ 検討・作成

(1) 題材選定

＜基準＞ (A)地域の生産と結び付いているもの （B)歴史的・文化的背景をもつもの
（C)加工，調理の工夫がなされ特徴があるもの （D)生活に根付き伝承されているもの
（E)授業に取り入れやすいもの

(2) テーマ，ねらい，学習順序の検討
(3) 実践的・体験的な学習活動の検討

調理実習内容（献立，材料，分量，作り方等），提示する実物，試食する食品の検討
(4) 内容・構成の検討と作成

＜ポイント＞ (a)地域の特色ある食や産物が分かる題材と実践的・体験的な学習活動の提示
(b)いわれや調理科学の解説を提示
(c)調理実習題材は地域や旬の食材を使い，栄養や調理の学習内容を提示
(d)地域の食文化資料の提示
(e)実物写真など興味・関心を喚起する内容と地域の食文化の理解を促す構成に配慮

４ 修正・完成 内容の改善，校正

【図１】教材「地域の食文化を学ぶ」の作成手順



- 6 -

ウ 教材「地域の食文化を学ぶ」の内容

本研究では，授業実践校が所在する西和賀町の食文化を中心に構成した教材「地域の食文化を学

ぶ」を，前述の手順をもとに作成した。この教材のねらいは，地域の特色ある食物と生産や生活

とのつながりを理解させ，価値を見い出させることにより，尊重と伝承の意識を高めることで

ある。教材の学習内容の視点を「食と生産のかかわり」，「歴史的・文化的背景」，「地域産物を活

用した食」として，６つのテーマと資料集から構成し作成した。以下，詳細について述べる。

西和賀町は，奥羽山系に位置し北上市，横手市に隣接する豪雪地帯である。地理的，気候的に厳

しい条件にありながら，地域で生産される米や大豆，野菜などを，自然環境を生かして保存・加工，

調理する技術を発展させてきた。山菜，きのこ，川魚等の山の幸にも恵まれ，地域の食材を生かし

た特色ある食文化が伝承されてきた地域である。

教材は，前述した３つの学習内容の視点が学べる題材を，西和賀の郷土食，産物，行事食を中心

に検討し，授業で活用しやすいよう，学習の指針，ワークシート，調理実習シート，まとめ，資料

を冊子にした。教材のテーマと学習内容の概要は次のとおりである。導入の「０ 地域の食文化と

は」で，学習の指針を把握する。「Ⅰ 先人の知恵を学ぶ」では，西和賀町の食の匠の伝承おやつ

「たんきりあめ」を題材に，米の利用やでんぷんの調理科学，および伝承の背景から作り手の思い

を学習する。「Ⅱ 日常の食を学ぶ」では，地域の郷土食「納豆汁」を題材に，材料である雪納豆

の加工，地域産物の利用，他地域の郷土の汁物について学習し調理実習を行う。「Ⅲ 地産地消を

学ぶ」では，岩手県や西和賀の生産と食文化のかかわりや，地域の食材を生かす地産地消について

調理実習をとおし学習する。「Ⅳ 大切に食べる工夫を学ぶ」では，西和賀の気候風土を生かした

加工の工夫を学習する。「Ⅴ 行事と食を学ぶ」では，行事食のいわれや地域による特徴，生活文

化とのつながりを学ぶ。資料集は，西和賀編は特徴的な食材と加工食品，郷土食の例，岩手編は地

域による食文化の違いと食の匠の伝統料理等を掲載した。【表３】に教材「地域の食文化を学ぶ」

の学習内容の視点とテーマのかかわりを示す。

【表３】教材「地域の食文化を学ぶ」の学習内容の視点とテーマのかかわり

学習内容の視点
食と生産のかかわり 歴史的・文化的背景 地域産物を活用した食テーマ

０ 地域の食文化とは
地域の食文化学習の指針

～地域の食文化を知っていますか？～

Ⅰ 先人の知恵を学ぶ ・地域産物の利用(米) ・いわれ・歴史 ・たんきりあめ

～おやつに込めた技と思いやり～
・麦芽糖，水あめ

Ⅱ 日常の食を学ぶ
・地域産物の利用（大豆， ・いわれ・歴史 ・納豆汁，ひっつみ

～地域の恵みを汁物に～
小麦，野菜，山菜） ・雪納豆

・気候風土 ・他地域の汁物

・岩手の食文化と生産 ・他地域との交流 ・地産地消クッキング（み

・西和賀の食文化と生産 ず汁，きのこの炊き込

Ⅲ 地産地消を学ぶ ・気候風土 み飯，舞茸と鮭のホイ

～地域の食材を食卓に～ ・日本の食料事情 ル蒸し，旬野菜料理）

・地域産物の利用（米,鮭,

きのこ,山菜,野菜,大豆等）

・地域産物の利用（米，大 ・他地域との交流 ・かゆっこもち，雪納豆，

Ⅳ 大切に食べる工夫を学ぶ 豆，野菜，山菜，きのこ 凍み豆腐，大根の一本

～加工の技と食～ 等） 漬け，すし漬け等

・気候風土

Ⅴ 行事と食を学ぶ ・地域産物の利用（米） ・地域行事 ・正月料理

～生活とのつながり～ ・生活文化 ・地域のお盆料理

・いわれ・歴史

Ⅵ 地域の食文化資料集 ・発展学習に活用
～西和賀編～ ～岩手編～
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エ 「地域の食文化を学ぶ」の実際

【資料１】～【資料５】に，教材「地域の食文化を学ぶ」の一部を抜粋して掲載する。なお，

内は，Ｐ５の【図１】作成手順に示した具体的な作成ポイント(a)～(e)の中の一層焦点

化したポイントを表す。

【資料２】Ⅱ日常の食を学ぶ（P５） 【資料３】地産地消ｸｯｷﾝｸﾞ（P11）

【資料１】Ⅰ先人の知恵を学ぶ（P３～４）

ポイント(c)

地域や旬の食材を生かした調理実習題材

ポイント(c)

栄養・調理の学習内容

ポイント(b)

郷土食のいわれ

ポイント(a)

地域の特色ある食題材

実践的・体験的な学習活動

ポイント(a)

地域の特色ある食題材

実践的・体験的な学習活動

ポイント(b)

調理科学の解説
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【資料４】Ⅲ地産地消を学ぶ（P９～10）

ポイント(e)

興味・関心を喚起する内容

地域の食文化の理解を促す構成

ポイント(a)

地域の特色ある産物

【資料５】資料集の一部（P25～26）

ポイント(d)

地域の食文化資料の提示
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(3) 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本構想図

高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本構想図を【図２】に

示す。生徒と教師の実態から，地域の食文化を伝え関心を高める教材を作成し,地産地消を意識

した調理実習や，実物観察，郷土食の試食などの実践的・体験的な学習活動をとおして教材を活

用する学習過程を構想した。

【図２】高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本構想図

２ 基本構想に基づく手だての試案と検証計画

(1) 地域の食文化教材の活用を位置付けた手だての試案

生徒の意識の変容と教材の有用性を考察する目的で，教材を活用した授業実践を行った。地域

の食文化の理解を深め伝承の意識を高めるためには，実践的・体験的な学習活動である実習が効

果的である。実習には調理実習のほか実物観察なども含まれる。武藤(1991)は「事実や事物にふ

れて得た直感や体験から得た認識は，感動をもった理解につながる」と，家庭科における実習か

ら得られる学びの効果について述べている。実習と理論学習を関連させた指導について検討し，

教材の活用場面と実践的・体験的な学習活動を示した手だての試案を【表４】に示す。

≪生徒の実態≫
(1)地域の食文化が家庭で伝承されにくく触れる機

会が少ない

(2)食習慣の変化，食の画一化による関心の希薄化

と認識の不足

≪指導の実態≫
(1)指導内容が，郷土食の紹介にとどまりがち
(2)地域の食文化の把握や関心をもたせる指導が不
十分

(3)生産や食文化の背景の指導が不十分
(4)指導資料がまとまっていない

改善方法

地域の食文化教材を活用した授業

地域の食文化教材「地域の食文化を学ぶ」
－学習内容の視点－

食と生産のかかわり 歴史的・文化的背景 地域産物を活用した食

授業で活用

実践的・体験的な学習活動
地産地消を意識した調理実習 実物観察 郷土食の試食

学習の指針，ワークシート

調理実習シート，まとめ，資料

＜目指す生徒像＞
地域の食文化に関心をもち

それを大切にし,伝えていこうとする意識が高まった生徒

・地域の生産や食文化に関心をもち理解している
・地域の食文化の良さを見いだしている
・地域の食文化を伝えようとする
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【表４】地域の食文化教材「地域の食文化を学ぶ」を活用した手だての試案

「地域の食文化を学ぶ」 教材の活用場面 実践的・体験的
テーマ (学習の指針，ワークシート，調理実習シート，まとめ，資料) な学習活動

０ 地域の食文化とは ・地域の食文化学習の目的把握

Ⅰ 先人の知恵を学ぶ ・地域に伝わる郷土食の歴史，伝承の技，作り手の思い，調理 ・実物観察
の科学についての学習 ・郷土食の試食

Ⅱ 日常の食を学ぶ ・郷土の汁物の特徴についての学習 ・実物観察
・地域の食材の学習 ・地産地消を意識
・地域の郷土食の学習と調理実習（汁物） した調理実習
・基礎的な調理技術の学習 ・郷土食の試食

Ⅲ 地産地消を学ぶ ・西和賀や岩手の食文化と生産のかかわりの学習 ・実物観察
・地産地消，食料自給率，フードマイレージの学習 ・地産地消を意識
・地域食材を使った献立学習と調理実習（一汁二菜） した調理実習
・基礎的な調理技術の学習 ・郷土食の試食

Ⅳ 大切に食べる工夫を学ぶ ・地域に伝承されている食品の加工の学習 ・実物観察
・郷土食の試食

Ⅴ 行事と食を学ぶ ・郷土食と行事，生活文化とのつながりの学習 ・実物観察

Ⅵ 地域の食文化資料集 ・学習の資料

(2) 検証計画

授業実践で得られた資料を基に，生徒の意識の変容および教材の有用性について，下記【表５】

の計画で検証する。

【表５】検証計画

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の仕方

意識の変容 ・地域の食文化を伝えようとする意識 質問紙法 事前・事後に調査し考察する
・地域の食文化に関する興味・関心 自由記述

イメージマップ

教材の有用性 ・教材を活用した学習に関する意識 質問紙法 事後に調査し考察する
・教材の有用性に関する意識

３ 地域の食文化教材を活用した授業実践及び実践結果の分析と考察

地域の食文化教材「地域の食文化を学ぶ」を活用し，郷土食及び地産地消を意識した調理実習，

実物観察，郷土食の試食など，実践的・体験的な学習活動を取り入れた授業を行った結果，地域

の食文化を伝えようとする意識及び興味・関心が高まり，伝える意義や言葉を具体的に思考できるよ

うになった。ここでは，授業実践の概要及び実践結果の分析と考察について述べる。

(1) 授業実践の概要

授業実践は，岩手県立西和賀高等学校普通科１年Ｂ組32名（男子19名 女子13名）を対象に，

平成20年８月22日（金）～9月22日（月）に７時間実施した。指導の位置付けを【表６】に，授

業実施日と学習内容を【表７】に，授業実践の概要を【資料６】に示す。

【表６】指導の位置付け

科目 内 容 指 導 項 目 時

１ 人間と食べ物 ２

２ 食品と栄養 ５

家庭基礎 「食生活の管理と健康」 ３ 食品の管理と安全 ２

(２単位) (23時間) ４ 地域の食文化を学ぶ ７

５ 食事を作る ６

６ 食生活と環境 １
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【表７】授業実施日と学習内容

時 実施日 学 習 内 容

１ ８月22日 ０ 地域の食文化とは，Ⅰ 先人の知恵を学ぶ

２ ８月25日 Ⅱ 日常の食を学ぶ ①

３ ８月29日 Ⅱ 日常の食を学ぶ ②（調理実習 地域の食材を使って郷土の汁物を作ろう）

４ ９月１日 Ⅲ 地産地消を学ぶ ①

５・６ ９月12日 Ⅲ 地産地消を学ぶ ②（調理実習 地産地消クッキング一汁二菜献立）

７ ９月22日 Ⅳ 大切に食べる工夫を学ぶ，Ⅴ 行事と食を学ぶ

【資料６】授業実践の概要

教材「地域の食文化を学ぶ」を活用した学習活動
時

１ ０ 地域の食文化とは

・地域の食文化学習の目的の把握，学習内容の記入

Ⅰ 先人の知恵を学ぶ

・知っている郷土のおやつを考える

・地域に伝わる郷土食（たんきりあめ）を試食し材料を考える

・ＶＴＲ「郷土で親しまれたおやつ」を視聴し，地域の生産物を

生かす知恵，伝承の技，作り手の思いを学習する

・たんきりあめの甘さの理由について学習する

（生徒の様子・感想） （教師の支援）（教材の活用場面）

（教材の活用場面）

学習内容の記入

（教材の活用場面）

ワークシートに記入

（教師の支援）

紙板書でポイントを伝える

（実践的・体験的な
活動場面 ）

（実践的・体験的な
活動場面 ）

た ん き り あ め 試 食

（生徒の様子） どんな味かな？甘い！

意外とおいしい。歯にくっつく。材料は何？
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２ Ⅱ 日常の食を学ぶ ①

・食べたことがある郷土の汁物を考える

・西和賀と各地域に伝わる汁物の特徴を記入する

・汁物が伝えられてきた背景（生産・風土・加工・流通・い

われ）を学習する

・雪納豆の加工法について学習する

・汁物実習の計画→材料，量，作り方，調理の基礎，持ち物を確認

し記入する

３ ・西和賀の汁物「納豆汁」と岩手の代表的

な汁物「ひっつみ」を調理し，地域の郷

土食，食材，調理の基礎を学習する

・１時間実習のため，納豆汁とひっつみを作る班を分け

それぞれ２班分作り交換して２つの汁を試食する

・安全面・衛生面に留意し協力して実習する

（生徒の感想）

・納豆から手作りしていたとは思わなかった ・名前の由来が面白かった

・知らない汁がたくさんあり食べてみたい ・実習が楽しみ

・納豆汁やくじら汁は日本中にあると思っていたが西和賀の郷土食と知って驚いた

・昔の人はその地域の食材をたくさん活用していたと感じた

（教師の支援）
・プレゼンテーションソフト（パワーポイ

ント）で写真，記入内容を提示

・雪納豆の「わらつと」実物提示

①納 豆 汁

（教材の活用場面）

ワークシートに郷土食の名前、特徴を記入

（実践的・体験的な活動場面 ）
「わらつと」実物観察

生徒の感想
・かぎに引っかけて作るのが大変そうだった ・一から作っていることが分かった

・砂糖を使わずに米からあんなに甘いものが ・昔の人の知恵が伝わってきたことがすごいと思った

作れるとは思わなかった ・みんなに食べてもらいたい思いで作っていることが分

・昔は甘いものが貴重だったと思った かった

・作り手が少なくなってきて残念

（生徒の様子）

納豆のつぶれ具合はどうかな

（実践的・体験的な
活動場面 ）

納豆汁，ひっつみ実習
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４ Ⅲ 地産地消を学ぶ ①

・岩手と西和賀の食文化と生産の特徴を記入する

・食料自給率，フードマイレージ，地産地消の意義を学習する

（生徒の様子）

ひっつみをのばすのはおもしろい

（教材の活用場面）

調理の手順確認

（生徒の感想）

・先生に試食してもらい，おいしいと言われたときはかなりうれしかった

・最初はとてもおいしそうには見えず，みその固まりのようだと思ったが食べてみるとおいしかった

・初めて作った。おいしいので，もっと家でも作って食べるといいと思った

・作り方が勉強になった。家でも作りたい

（教師の支援）

調理台を巡回して示範,アドバイス

食料自給率

消費される食料のうち，国内生産で

まかなうことができる割合です。

日本は先進国の中でも最低で，自給率

の向上が課題です。食料生産や食生活の

見直しが必要な時期にきています。

主要国の食料自給率（2002）

オーストラリア 230％

フランス 130％

アメリカ 119％

イギリス 74％

日 本 40％

食品別の食料自給率（2006）

米 94％

小麦 13％

大豆 ５％

日本の食は大丈夫？

（教材の活用場面）
ワークシートの記入
自給率の学習
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・一汁二菜献立の栄養的な特徴を学習する

・「地産地消クッキング（一汁二菜献立）」実習に向け

旬野菜料理（自家製野菜持参）を班毎に検討する

・実習の計画→材料，分量，作り方，調理の基礎，

持ち物を確認し記入する

５ Ⅲ 地産地消を学ぶ ② （調理実習）

６ ・食材,教材を見ながら特徴と調理法を確認する

・安全面・衛生面に留意し協力して実習する

・感想を発表する

（生徒の様子） 家のなすがいっぱい
．．

なっている。炒める？

（生徒の様子）

みずの皮をむいて，舞

茸を小分けにしよう

（教師の支援）

パワーポイントで記入内容を提示

旬野菜料理のアドバイス

（教材の活用場面）

旬野菜料理記入

（教材の活用場面）

調理の手順確認

（教師の支援）
示範の工夫

調理のポイント(山菜の下処理,切り方等)を確認

ビデオ映像で示範の手元を提示

何人かの生徒に前で実践させ,意欲を喚起する

（実践的・体験的な
活動場面 ）

旬野菜料理の検討

（実践的・体験的な
活動場面 ）

材料準備，調理実習
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７ Ⅳ 大切に食べる工夫を学ぶ

・実物を見たり試食しながら,食品の名前，材料を考える

・米，大豆，野菜，山菜，きのこ，魚の加工食品について，

気候・風土を生かし食物を大切にする工夫を学習する

Ⅴ 行事と食を学ぶ

・自分の家でどんな行事食が食べられているか考える

・事前アンケートの結果，食べられていることが多い行事食を知る(もち，雑煮，年越そば)

・行事食の意味，生活とのつながりを記入する

・西和賀と他地域の行事食を比較する

・我が家の行事食を記入する

（生徒の感想）

・みずの皮むきは簡単そうだったけど意外と難しかった

・炊き込みご飯やホイル蒸しは難しいイメージがあったけど，以外に簡単だった。今度家で作ってみたい

・班で考えた野菜炒めは，最初野菜の量が多すぎたが炒めているうちにかさも減って味もよかった

・Ｔさんの持ってきてくれたトマトが良い味だった

・地元の野菜にもいろいろあることに驚いた

・地域の食材の良さやありがたみが分かった

・米をといで親の苦労が分かった

・品数が多く大変だったけど先生においしいと言われ，作ったかいがあったと思った

・僕達が作ったぜんまいの炒め煮は，思ったより評判が良くびっくりした。もっと煮れば良かったと祖母

に言われた。今度自分の家でも作ってみたい

（教師の支援）

パワーポイントで写真、記入内容を提示

加工食品の実物提示

（教材の活用場面）

ワークシートの記入・資料の活用

（実践的・体験的な
活動場面 ）

実物観察，試食



- 16 -

(2) 実践結果の分析と考察

検証内容は「地域の食文化を伝えようとす

る意識」，「地域の食文化学習に対する興味・

関心」，「教材の有用性」の３点である。検証

は，事前・事後調査，感想の記述の分析によ

る。その結果，それぞれについてプラス変容

が見られ，教材を活用した授業実践は効果が

あったと考えられる。以下に詳細を示す。

ア 地域の食文化を伝えようとする意識につ

いて

地域の食文化を伝えようとする意識の事

前・事後調査結果を【図３】に，伝える意

義，方法の記述例を【資料７】に示す。

「地域の食文化を大切にし伝えたいか」

の質問に肯定的に回答した生徒は，事前

84.4％，事後100％であり，ほとんどの生

徒が地域の食文化の重要性を認識し，伝え

ようとする意識をもっていた。

一方，伝える意義や方法についての質問

に記述できた生徒は，授業前が６割であっ

たが，授業後はほぼ全員が記述し，「知恵

や思いが込められているから」など，内容

が具体的になった。

西和賀の食の特徴を，他の地域の人に伝

える言葉を書く質問においては，授業後は

郷土食，加工，気候風土の紹介など，学ん

だことを生かした記述ができるようになり，

伝えようとする意識の高まりと思考の広が

りが見られた。記述の例を【資料８】に示す。

これらの変容の理由は，地域の食文化の

背景である生産や歴史を学び，実際に地域

の食材に触れ，調理し，味わう実践的・体

験的な学習活動をとおし，これまで漠然と

大切だと感じていたことが，なぜ大切か意

識できるようになり，地域の食文化の良さ

に気付き，伝えることの必要性を実感する

に至ったためと考えられる。

「地域の食文化や食材を食生活に生かし

たいか」の調査結果を【図４】に示す。

肯定的な回答が事前78.1％，事後93.7％

【図３】地域の食文化を伝えようとする意識

・知恵や思いが食文化には込められているから

・その地域でしか食べられないものがあるから

・こんなにおいしいものがあったなんて知らなかったの

で伝えていきたい

・この文化のおかげで成長できたので伝えていきたい

・地域行事、親子行事、調理実習、家庭で子どもと一緒

に作り伝える

【資料７】伝える意義，方法の記述例

【図４】食生活に生かそうとする意識

＜質問＞ 修学旅行先で聞かれました。

「今度西和賀に行こうと思っています。西和賀の食の特

徴を教えてください。」

＜回答＞

生徒Ａ（事前）わらびがおいしいですよ。

↓
（事後）厳しい冬という気候を逆に利用した食べ

物や保存法があり，山菜などがとても豊

富でおいしいです。

生徒Ｂ（事前）記述なし

↓
（事後）山菜がたくさんあってとても新鮮なもの

ばかりです。私のおすすめは「みず汁」

です。とてもおいしくて，凍み豆腐を入

れればもっとおいしくなると思います。

【資料８】他の地域の人に伝える言葉の記述例

地域の食文化を大切にし伝えたいか N=32

34.4

46.9

65.6

37.5 12.5 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ

地域の食文化や食材を
食生活に生かしたいか N=32

65.6

37.5

28.1

40.6 21.9

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ
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であった。生かしたい理由は，地産地消は大切だから，地域の食材はおいしいから，食文化が伝

えられるから，などの記述が見られ，学習したことを食生活に生かそうとする意識の高まりが認め

られた。事後「どちらかというといいえ」と回答した6.3%（２名）の生徒の理由は，「日常の食生活

では，普通の食材（注：山菜やきのこ以外のこと）を食べたいから」であり，嗜好の面からマイナ

スの回答になったと考えられる。食文化を伝えることには肯定的な意識をもっているので，地域の

食材のおいしさを，より実感させる指導の工夫が必要である。

授業後の感想からは，多くの生徒が地域に根ざした食の重要性と，家庭や地域で伝承する必要性

に気付いたことが読み取れた。その一方，「大人になったら伝えたい」という記述も見られ，地域

の食文化を伝えるために今できることに気付かせ，その方法を考えさせる学習展開の必要性が示唆

された。本研究の「地域の食文化を伝える意識を高める」を目標にした学習を，ホームプロジェク

トや学校家庭クラブ活動等の問題解決的な学習に発展させ，地域の食文化を伝えるために，食生活

に生かす工夫を考え，取組んだことを地域に発信するなど，具体的な実践につなげることが今後の

課題である。授業後の感想の例を【資料９】に示す。

【資料９】授業後の感想例

イ 地域の食文化学習に対する興味・関心について

「地域の食文化の学習に対する興味・関心」

の事前・事後調査結果を【図５】に示す。「あ

る」，「どちらかというとある」と回答した生

徒は，事前調査62.5％，事後調査100％で，特

に，「ある」と回答した生徒が12.5％（４名）

から59.4％（19名）になり増加が大きかった。

19名のうち，事前で「どちらかというとない」，

「ない」とマイナス回答した生徒は７名で，

他の設問項目においても事前のマイナス回答

が多かったが，事後にはその８割がプラスに変容しており，興味・関心の高まりが認められた。

【図６】～【図９】は，授業で取り上げた「郷土食の調理」，「食料生産や生活とのかかわり」，

「知恵や技」，「いわれや歴史」に対する興味・関心の事前・事後調査結果である。いずれの質問項

目についてもプラス変容が認められ，特に，【図６】「郷土食の調理に対する興味・関心」，【図７】

「食料生産や生活とのかかわりに対する興味・関心」のプラス変容が大きかった。これは，地産地

消の観点から，地域の食材を生かした調理実習を行ったためと考えられる。これまでは，郷土食の

【図５】地域の食文化学習に対する興味・関心

・ 私はこの授業を受けるまで，食文化とか郷土料理についてまったくと言っていいほど興味がありませんでした。

ですが，何回か授業を受けたり，自分たちで料理を作ったりしてみると，食の大切さがわかってきたかなぁとい

う気がします。沢内にはいろんな料理があってそれを知らないのは損だと思いました。今からおばあちゃんやお

母さんに作り方を教えてもらって，自分で作ってみたりして，大人になったら自分の子どもや孫に伝えていけた

らいいなぁと思いました。

・今の時代は，手軽で簡単に食品を作ることができるし，自分で料理を作らなくとも，安くておいしいものを食べ

ることが出来ます。だからこそ，地域の食文化を伝えてゆくことは大切なことではないかと私は思いました。

一つの料理にかける時間と労力，食べる人への思いや願いがとてもたくさんかけられているのだということ，今

のように簡単に食べ物が手に入らないからこそ，食材にかける人一倍の愛情があることを授業で知ることができ

ました。実際に作ってみて，作る人の気持ちもわかりました。地域の食文化には，食物を大切にする気持ちや食

べる人への愛情，食べられることへの感謝がたくさんつまっているので，これを伝えるためにもこの食文化を残

していくことは，とても大事だと思います。

地域の食文化の学習に興味・関心があるか

N=32

59.4 40.6

50 21.912.5 15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

ある どちらかというとある どちらかというとない ない
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調理実習を行う際，地域の食材を意識的に活用したり生徒に伝える視点が不足していた。高等学校

は給食がほとんど実施されていないため，家庭科の調理実習で地域の食材を積極的に活用すること

が，地産地消の取り組みを生徒に認識させ，関心を高める上で効果的であると考えられる。

興味・関心の広がりを見取るため，「地域の食べ物」から思い浮かぶ言葉を事前・事後に書かせ

たイメージマップの調査では，８割の生徒が事前の個数を上回る言葉を記述し，記述数の平均は事

前５個から事後11個に増加した。事後の記述内容は，郷土食や地域の食材に関する記述が特に増加

したほか，事前には見られなかった地産地消や工夫，保存といった言葉が記述されており，関心の広が

りが見られた。生徒の記述例を【資料12】に示す。

以上から，教材を活用した学習で地域の食文化に対する興味・関心が高まったことが，地域の食

文化の重要性の認識と伝えようとする意識の向上につながったと考えられる。

【図６】郷土食の調理に対する興味・関心 【図７】食料生産や生活とのかかわりに対する興味・関心

郷土食の知恵や技に興味・関心があるか N=32

43.8

25

46.8

40.6 21.9

9.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

ある どちらかというとある どちらかというとない ない

郷土食や行事食のいわれや歴史に興味・関心が
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【図８】知恵や技に対する興味・関心 【図９】いわれや歴史に対する興味・関心

【資料12】イメージマップの事前・事後調査の変化例
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ウ 教材の有用性について

【図10】に「教材は地域の食文化が伝わ

る内容か」の調査結果を示す。100％の生

徒が肯定的な回答をしている。教材の分か

りやすさ，内容への興味・関心を問う質問

においても，全員が肯定的な回答をしてい

る。その理由として，カラー写真が多く実

物をイメージできたこと，図や説明が見や

すいこと，テーマごとに記載されているこ

とや自分の知らない郷土食，作り方，いわ

れ，行事食，地域の産物などの新たな知識

を教材から得たことがあげられた。「教材

を使った授業は地域の食文化を伝えること

に生かせるか」の質問は，全ての生徒が肯

定的な回答をしており，教材を活用した授

業は有効であったと考えられる。

【資料３】は，高校家庭専門講座を研修

した教師の教材に対する感想である。食の

画一化が進んでいる地域で指導している教師からは，「地域の食文化を，地産地消の観点で指

導できることが分かった」という感想が寄せられた。このほか，救荒食や季節の視点，他地域

との比較を加えた方が良いなどのアドバイスがあり，今後改善の参考にしたい。

４ 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の在り方に関する研究のまとめ

地域の食文化を伝える食育を推進するため，地域の食文化教材を作成し，それを活用した授業実

践を行った結果，明らかになった成果と課題は以下のとおりである。

(1) 成果

ア 高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の推進に役立てるため，地域の食文化教

材「地域の食文化を学ぶ」を作成することができた。この教材のねらいは，地域の特色ある

食物と生産や生活とのつながりを理解させ，価値を見い出させることにより，尊重と伝承

の意識を高めることである。教材の学習内容の視点を「食と生産のかかわり」，「歴史的・文

化的背景」，「地域産物を活用した食」として，授業実践校地域の食文化を中心に６つのテー

マと資料集から構成し作成した。

イ 他地域の家庭科教師が，教材作成時の参考となるよう，題材構想，調査・資料収集，題材選

定の基準及び作成のポイントをまとめた教材の作成手順を示すことができた。

ウ 教材を活用し，地産地消を意識した調理実習，実物観察，郷土食の試食など，実践的・体験

的な学習活動を取り入れた授業を行った結果，地域の食文化を伝えようとする意識及び興味・

関心の高まりが確認でき，伝える意義や言葉を具体的に思考できるようになった。さらに，教材

の有用性についても確認できた。

(2) 課題

ア 地域の食文化を伝えようとする意識を実践につなげるため，ホームプロジェクトや家庭クラ

ブ活動等の問題解決的な学習や地域連携に発展させる必要があること。

イ 生徒や地域の実態に合わせながら，より効果的に活用できる教材の改良とともに，他地域の

【図10】教材の有用性

【資料３】家庭科教師の感想

・家庭内の食が画一化されてきている地域でも，
地域の食文化を地産地消の観点で指導できるこ
とが分かった

・地域の食文化は救荒食であるという視点も入れ
た方がよい

・食材と季節の関係を記述した方がよい
・他地域の食文化も比較として入れた方がよい
・発展学習に記述欄を設けた方がよい

教材「地域の食文化」は
地域の食文化が伝わる内容か N=32

75 25

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ
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題材検討のための調査を行い，郷土食集や写真など汎用性のある教材や資料づくりが必要なこと。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究は，高等学校家庭科における地域の食文化を伝える食育の推進に資するため，地域の食文

化教材の作成と授業での活用をとおして，地域の食文化を伝える食育の在り方を明らかにし，その

充実に役立てようとするものである。

１ 研究の成果

(1) 地域の食文化を伝える食育の在り方に関する基本構想を基に，高等学校家庭科の食に関する

学習で使用する教材「地域の食文化を学ぶ」を作成することができた。

(2) 基本構想に基づく手だての試案により，教材を活用し実践的・体験的な学習活動を取り入れ

た指導を行った結果，地域の食文化を伝えようとする意識の向上が確認できた。

(3) 地域の食文化を伝える食育の推進には，「食と生産のかかわり」，「歴史的・文化的背景」，「地

域産物を活用した食」を示した地域の食文化教材を活用し，実践的・体験的な学習活動を行う

ことが有効であることを確認できた。

２ 今後の課題

教材の改良をさらに行うとともに，汎用性を高めるため他地域の題材を検討，教材化し，問題

解決的な学習や地域連携に発展させること。

＜おわりに＞

長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに，所属校の諸先生方と生徒のみな

さんに心から感謝申し上げ，結びの言葉といたします。
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